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(57)【要約】
　冷却手段を有するバッテリーモジュール、及びそれを
含む中または大型バッテリーパック
　複数の順次積み重ねたプレート形状バッテリーセル及
び2個以上の放熱部材を包含するバッテリーモジュール
であって、該第一放熱部材が、該第一放熱部材の片側が
、該バッテリーモジュールの最も外側にある1個のバッ
テリーセル(a)を少なくとも部分的に覆い、該第一放熱
部材の反対側が、内側バッテリーセル同士の間に配置さ
れるように伸び、該第二放熱部材が、該第二放熱部材の
片側が、該第二放熱部材が該第一放熱部材と重ならない
状態で、該最も外側にあるバッテリーセル(a)を少なく
とも部分的に覆うように伸び、該第二放熱部材の反対側
が、該内側バッテリーセル同士の間に配置される構造に
形成された、バッテリーモジュールを開示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリーモジュールであって、
　複数の順次積み重ねたプレート形状バッテリーセル及び2個以上の放熱部材を備えてな
り、
　第一放熱部材が伸びて、第一放熱部材の片側が、前記バッテリーモジュールの最も外側
にある1個のバッテリーセル(a)を少なくとも部分的に覆ってなり、かつ、第一放熱部材の
反対側が、内側バッテリーセル同士の間に配置されてなり、
　第二放熱部材が伸びて、第二放熱部材の片側が、前記バッテリーモジュールの最も外側
にある1個のバッテリーセル(a)を少なくとも部分的に覆ってなり、他方、第二放熱部材が
第一放熱部材と重ならないものであり、かつ、第二放熱部材の反対側が、前記内側バッテ
リーセル同士の間に配置される構造に形成された、バッテリーモジュール。
【請求項２】
　前記放熱部材が、高い熱伝導率及び屈曲性を示すシート材料から形成されてなる、請求
項１に記載のバッテリーモジュール。
【請求項３】
　前記放熱部材が金属シートから形成されてなる、請求項２に記載のバッテリーモジュー
ル。
【請求項４】
　第一放熱部材の前記片側が、前記最も外側にあるバッテリーセル(a)の外側表面の約1/3
～約1/2を覆ってなり、
　第二放熱部材の前記片側が、前記最も外側にあるバッテリーセル(a)の前記外側表面の
約1/3～約1/2を覆ってなり、他方、第二放熱部材の前記片側が第一放熱部材の片側と対向
してなるものである、請求項１に記載のバッテリーモジュール。
【請求項５】
　前記バッテリーセル間に配置されてなる、第一放熱部材及び第二放熱部材の各反対側が
、対応する前記バッテリーセル間の界面全体に伸びてなる、請求項１に記載のバッテリー
モジュール。
【請求項６】
　前記放熱部材が前記バッテリーモジュールに取り付けられ、各放熱部材の前記反対側が
、対応する前記プレート形状バッテリーセルの一表面にのみ配置されてなる、請求項１に
記載のバッテリーモジュール。
【請求項７】
　前記最も外側にあるバッテリーセル(a)から出発して積み重ねられた前記バッテリーセ
ルが、第一バッテリーセル、第二バッテリーセル、第三バッテリーセル...第ｐ番目のバ
ッテリーセルとして規定した場合に、
　第一放熱部材の前記反対側が、前記第一バッテリーセルと前記第二バッテリーセルとの
間に位置し、かつ、
　第二放熱部材の前記反対側が、前記第三バッテリーセルと前記第四バッテリーセルとの
間に位置する、請求項１に記載のバッテリーモジュール。
【請求項８】
　他方の最も外側にあるバッテリーセル(b)に取り付けられた第三放熱部材及び第四放熱
部材をさらに備えてなり、
　第三放熱部材が伸びて、第三放熱部材の片側が、前記バッテリーモジュールの前記最も
外側にあるバッテリーセル(b)を少なくとも部分的に覆ってなり、かつ、第三放熱部材の
反対側が、内側バッテリーセル間に配置されてなり、
　第四放熱部材が伸びて、第四放熱部材の片側が、前記最も外側にあるバッテリーセル(b
)を少なくとも部分的に覆ってなり、他方、第四放熱部材が第三放熱部材と重ならないも
のであり、第四放熱部材の前記反対側が、内側バッテリーセル間に配置されてなる、請求
項１に記載のバッテリーモジュール。



(3) JP 2012-512517 A 2012.5.31

10

20

30

40

50

【請求項９】
　前記第三放熱部材及び前記第四放熱部材が、前記第一放熱部材及び前記第二放熱部材と
それぞれ重なり合わないように、前記第三放熱部材及び前記第四放熱部材が、前記バッテ
リーモジュールに取り付けられてなる、請求項８に記載のバッテリーモジュール。
【請求項１０】
　前記最も外側にあるバッテリーセル(b)から出発して積み重ねられた前記バッテリーセ
ルが、第ｎ番目のバッテリーセル、第n-1番目のバッテリーセル、第n-2番目のバッテリー
セル...第ｐ番目のバッテリーセルとした場合、
　前記第三放熱部材の前記反対側が、前記第ｎ番目のバッテリーセルと前記第n-1番目の
バッテリーセルとの間に位置し、前記第四放熱部材の前記反対側が、前記第n-2番目のバ
ッテリーセルと前記第n-3番目のバッテリーセルとの間に位置する、請求項８に記載のバ
ッテリーモジュール。
【請求項１１】
　前記放熱部材が、前記バッテリーモジュールに取り付けられ、前記放熱部材が屈曲して
前記バッテリーセルの側部を覆うものである、請求項１に記載のバッテリーモジュール。
【請求項１２】
　前記最も外側にあるバッテリーセル(a)の外側表面と前記放熱部材との間に取り付けら
れ、前記最も外側にあるバッテリーセル(a)が過冷却されるのを防止する、絶縁性部材を
さらに備えてなる、請求項１に記載のバッテリーモジュール。
【請求項１３】
　前記バッテリーモジュールが、6～12個のバッテリーセルを備えてなる、請求項１に記
載のバッテリーモジュール。
【請求項１４】
　2個以上の、請求項１～１３のいずれか一項に記載のバッテリーモジュールを備えてな
る、中型または大型バッテリーパック。
【請求項１５】
　前記バッテリーモジュールが、冷却剤を流すための冷却剤通路として作用する予め決め
られた隙間により、互いに間隔を置いて配置されてなる、請求項１４に記載の中型または
大型バッテリーパック。
【請求項１６】
　前記冷却剤が空気を含んでなる、請求項１５に記載の中型または大型バッテリーパック
。
【請求項１７】
　前記バッテリーパックが、電気自動車、ハイブリッド電気自動車、またはプラグ－イン
ハイブリッド電気自動車用の電力供給源として使用される、請求項１４に記載の中型また
は大型バッテリーパック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の順次積み重ねたプレート形状バッテリーセル及び2個以上の放熱部材
を包含するバッテリーモジュールに関し、より詳しくは、該第一放熱部材が、該第一放熱
部材の片側が、該バッテリーモジュールの最も外側にある1個のバッテリーセル(a)を少な
くとも部分的に覆い、該第一放熱部材の反対側が内側バッテリーセル同士の間に配置され
るように伸び、該第二放熱部材が、該第二放熱部材の片側が、該第二放熱部材が該第一放
熱部材と重ならない状態で、該最も外側にあるバッテリーセル(a)を少なくとも部分的に
覆うように伸び、該第二放熱部材の反対側が、該内側バッテリーセル同士の間に配置され
る構造に形成された、バッテリーモジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、充電及び放電可能な二次バッテリーが、ワイヤレス可動装置用のエネルギー供給
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源として広く使用されている。また、二次バッテリーは、化石燃料を使用する既存のガソ
リン及びディーゼル車により引き起こされる大気汚染のような問題を解決するために開発
された電気自動車(EV)、ハイブリッド電気自動車(HEV)、及びプラグ－インハイブリッド
電気自動車(Plug-in HEV)用の動力源としても非常に大きな関心を集めている。
【０００３】
　小型の可動装置は、各装置に一個または数個のバッテリーセルを使用している。他方、
中または大型装置、例えば車両、には、高出力及び大容量が必要なので、複数のバッテリ
ーセルを互いに電気的に接続した、中または大型バッテリーモジュールを使用する。
【０００４】
　中または大型バッテリーモジュールは、可能であれば、小型で軽量に製造するのが好ま
しい。この理由から、高集積度に積み重ねることができ、重量対容量比が小さいプリズム
形バッテリーまたは小袋形バッテリーが、中または大型バッテリーモジュールのバッテリ
ーセル(単位電池)として通常使用される。特に、シース部材としてアルミニウムラミネー
トシートを使用する小袋形バッテリーに現在多くの関心が集まっているが、これは、小袋
形バッテリーが軽量であり、小袋形バッテリーの製造コストが低く、小袋形バッテリーの
形状を容易に変えられるためである。
【０００５】
　中または大型バッテリーモジュールを構成するバッテリーセルは、充電及び放電可能な
二次バッテリーである。従って、バッテリーの充電及び放電の際に、高出力、大容量二次
バッテリーから大量の熱が発生する。バッテリーモジュールの充電及び放電の際にバッテ
リーモジュールから発生する熱が効果的に除去されない場合、バッテリーモジュール中に
熱が蓄積するので、バッテリーモジュールの劣化が促進される。状況により、バッテリー
モジュールは、発火または爆発することがある。この理由から、高出力、大容量バッテリ
ーである車両用バッテリーパックには、バッテリーパック中に取り付けられたバッテリー
セルを冷却するための冷却装置が必要である。
【０００６】
　一般的に、中または大型バッテリーパック中に取り付けるバッテリーモジュールは、複
数のバッテリーセルを高集積度で積み重ねることにより、製造する。バッテリーセルは、
隣接するバッテリーセルが予め決められた間隔を置くように配置し、バッテリーセルの充
電及び放電の際に発生する熱を除去する。例えば、バッテリーセルは、追加の部材を使用
せずに、隣接するバッテリーセルが予め決められた間隔を置いて配置されるように順次積
み重ねることができる。他方、バッテリーセルの機械的強度が低い場合、一個以上のバッ
テリーセルをカートリッジ中に取り付け、バッテリーセルがそれぞれ中に取り付けられて
いる複数のカートリッジを積み重ね、バッテリーモジュールを構成する。積み重ねたバッ
テリーセルまたは積み重ねたバッテリーモジュール間に冷却剤流路を限定し、バッテリー
セルまたはバッテリーモジュール間に蓄積する熱を効果的に除去することができる。
【０００７】
　しかし、この構造では、複数のバッテリーセルに対応する複数の冷却剤通路を設ける必
要があるので、バッテリーモジュールの全体的なサイズが増加する。
【０００８】
　また、バッテリーモジュールのサイズを考慮する場合、積み重ねるバッテリーセルが多
い程、各冷却剤通路の幅が狭くなる。その結果、冷却構造の設計が複雑になる。すなわち
、冷却剤の入口より狭い幅を有する冷却剤通路は高い圧損を引き起こすので、冷却剤の入
口及び出口の形状及び位置を設計するのが非常に困難になる。また、そのような圧損を阻
止するために、ファンをさらに設置することができる。その結果、例えば電力消費、ファ
ン騒音、及び空間に設計上の制限がある。
【０００９】
　さらに、バッテリーセル積重構造(stack)の中間に位置するバッテリーセルは、十分に
冷却されない場合があり、最も外側にあるバッテリーセルより急速に劣化することがある
。バッテリーセルのそのような不均質な劣化により、バッテリーモジュールの耐用寿命が
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短くなることがあり、これは、安全性の観点から好ましくない。
【００１０】
　従って、高出力、大容量の電力を与え、簡単な小型の構造で製造され、優れた耐用寿命
及び安全性を有するバッテリーモジュールが強く求められている。
【発明の開示】
【技術的問題】
【００１１】
　従って、本発明は、上記の問題及び他の未解決の技術的問題を解決するためになされた
ものである。
【００１２】
　本発明の目的は、熱移動が伝導により達成されるように、複数の順次積み重ねられたバ
ッテリーセルが屈曲し得る放熱部材により覆われ、それによって、バッテリーモジュール
の全体的な熱を一様に維持し、温度偏差を小さくする構造に形成されたバッテリーモジュ
ールを提供することである。
【００１３】
　本発明の別の目的は、複数の、上記の構造を有するバッテリーモジュールを使用し、冷
却剤通路が様々に調節される簡単な構造を有する中または大型バッテリーパックを提供す
ることである。
【技術的解決策】
【００１４】
　本発明の一態様により、上記及び他の目的は、複数の順次積み重ねたプレート形状バッ
テリーセル及び2個以上の放熱部材を包含するバッテリーモジュールであって、該第一放
熱部材が、該第一放熱部材の片側が、該バッテリーモジュールの最も外側にある1個のバ
ッテリーセル(a)を少なくとも部分的に覆い、該第一放熱部材の反対側が内側バッテリー
セル同士の間に配置されるように伸び、該第二放熱部材が、該第二放熱部材の片側が、該
第二放熱部材が該第一放熱部材と重ならない状態で、該最も外側にあるバッテリーセル(a
)を少なくとも部分的に覆うように伸び、該第二放熱部材の反対側が、該内側バッテリー
セル同士の間に配置される構造に形成された、バッテリーモジュールに関する。
【００１５】
　すなわち、本発明のバッテリーモジュールは、2個以上の放熱部材が、各プレート形状
バッテリーセルの少なくとも一表面と接触し、放熱部材同士が互いに重なり合わないよう
に配置され、バッテリーセルを覆い、2個以上の放熱部材が、最も外側にあるバッテリー
セルから外向きに少なくとも部分的に露出され、それによって、バッテリーモジュールの
バッテリーセルから発生した熱を、放熱部材を使用して伝導により効果的に排出する構造
に形成されている。
【００１６】
　さらに、バッテリーセルの対向する表面は、放熱部材と共に、互いに緊密に接触するか
、または互いに隣接し、それによって熱移動を容易に達成し、温度偏差をより効果的に減
少させることができる。また、バッテリーセル及び放熱部材を包含するバッテリーモジュ
ールのサイズ増加を抑制し、バッテリーセルを、従来の冷却装置を使用するバッテリーセ
ルよりも高い集積度で積み重ねることができる。
【００１７】
　上記の中で、「第二放熱部材が、第二放熱部材が第一放熱部材と重ならない状態で、バ
ッテリーモジュールに取り付けられる」の表現は、放熱部材が、前に記載した条件を満足
しながら、放熱部材同士が互いに重なり合わないように、バッテリーモジュールに取り付
けられることを意味する。従って、第一放熱部材及び第二放熱部材は、第一放熱部材及び
第二放熱部材が一般的に互いに対向するように、バッテリーモジュールに取り付けられる
。
【００１８】
　放熱部材には、放熱部材が上記の設置構造を有し、熱伝導性材料から形成される限り、
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特に制限は無い。例えば、放熱部材は、高い熱伝導率及び屈曲性を示すシート材料から形
成することができる。
【００１９】
　そのような放熱部材は、バッテリーセルの形状及びバッテリーセルの積重厚さに基づい
て屈曲させることができる。従って、放熱部材の設置構造を所望の形状に融通性良く形成
することができる。また、放熱部材が高い熱伝導率を示す材料から形成される場合、放熱
部材は、バッテリーセルから発生した熱を伝導によりバッテリーモジュールの外に容易に
排出し、それによって、バッテリーセルからの放熱を効果的に達成することができる。
【００２０】
　典型的には、放熱部材を金属シートから形成することができる。
【００２１】
　一例では、第一放熱部材の片側が、最も外側にあるバッテリーセル(a)の外側表面の約1
/3～約1/2を覆い、第二放熱部材の片側が、最も外側にあるバッテリーセル(a)の外側表面
の約1/3～約1/2を覆い、第二放熱部材の片側が第一放熱部材の片側と対向する。
【００２２】
　これによって、互いに対向する第一放熱部材の片側及び第二放熱部材の片側が、最も外
側にあるバッテリーセルの外側表面の全部または2/3を覆う。最も外側にあるバッテリー
セルの、第一放熱部材及び第二放熱部材により覆われる外側表面が、最も外側にあるバッ
テリーセルの外側表面全体の2/3未満である場合、第一放熱部材及び第二放熱部材の設置
により得られる放熱効果がほとんど無くなることがある。この理由から、第一放熱部材の
片側及び第二放熱部材の片側が、最も外側にあるバッテリーセルの外側表面の少なくとも
2/3を覆うのが好ましい。
【００２３】
　この態様では、第一放熱部材の片側が、最も外側にあるバッテリーセル(a)の外側表面
の約1/2を覆い、第二放熱部材の片側が、最も外側にあるバッテリーセル(a)の外側表面の
約1/2を覆うのがより好ましい。あるいは、第一放熱部材の片側が、最も外側にあるバッ
テリーセル(a)の外側表面の約2/3を覆い、第二放熱部材の片側が、最も外側にあるバッテ
リーセル(a)の外側表面の約1/2を覆うこともできる。
【００２４】
　一方、バッテリーセル間に挟まれる、第一及び第二放熱部材の反対側は、対応するバッ
テリーセル間の界面全体に伸びる。すなわち、第一及び第二放熱部材の反対側は、積み重
ねられたバッテリーセル間の界面全体を覆い、それによって、バッテリーセルから発生し
た熱を伝導により効果的に除去する。
【００２５】
　一例では、放熱部材をバッテリーモジュールに、各放熱部材の反対側が、対応するプレ
ート形状バッテリーセルの一表面にのみ配置されるように、取り付けることができる。放
熱部材のそれぞれが、対応するプレート形状バッテリーセルの一表面にのみ配置されるが
、伝導により所望の熱移動を達成し、それによって、バッテリーセルから発生した熱を容
易に除去することができる。
【００２６】
　具体的には、最も外側にあるバッテリーセル(a)から出発して積み重ねられたバッテリ
ーセルが、第一バッテリーセル、第二バッテリーセル、第三バッテリーセル...第ｐ番目
のバッテリーセルとして規定されると仮定すると、第一放熱部材の反対側は、第一バッテ
リーセルと第二バッテリーセルとの間に位置し、第二放熱部材の反対側は、第三バッテリ
ーセルと第四バッテリーセルとの間に位置することができる。
【００２７】
　従って、第一及び第二放熱部材の反対側は第二バッテリーセルと第三バッテリーセルと
の間に位置しないが、第二バッテリーセルの一表面は、第一バッテリーセルと第二バッテ
リーセルとの間に配置された第一放熱部材と接触し、第三バッテリーセルの一表面は、第
三バッテリーセルと第四バッテリーセルとの間に配置された第二放熱部材と接触し、それ
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によって、放熱を達成する。
【００２８】
　状況に応じて、バッテリーモジュールの中間に位置するバッテリーセルから比較的大量
の熱が発生することを考慮し、第二放熱部材の反対側は、第二バッテリーセルと第三バッ
テリーセルとの間に配置することができる。この場合、第二バッテリーセルの一表面は第
一放熱部材と接触し、第二バッテリーセルの他の表面は第二放熱部材と接触する。従って
、2個の放熱部材により、高い放熱効果が達成される。
【００２９】
　一例では、バッテリーモジュールは、バッテリーモジュールの他の最も外側にあるバッ
テリーセル(b)に取り付けられた第三放熱部材及び第四放熱部材をさらに包含することが
できる。第三放熱部材は、第三放熱部材の片側が、バッテリーモジュールの最も外側にあ
るバッテリーセル(b)を少なくとも部分的に覆い、第三放熱部材の反対側が、内側バッテ
リーセル間に配置されるように伸びることができ、第四放熱部材は、第四放熱部材の片側
が、最も外側にあるバッテリーセル(b)を少なくとも部分的に覆うように伸びることがで
き、第四放熱部材は第三放熱部材と重ならず、第四放熱部材の反対側が、内側バッテリー
セル間に配置される。
【００３０】
　上記の中で、最も外側にあるバッテリーセル(b)とは、複数のバッテリーセルが積み重
ねられる構造に形成されたバッテリーモジュールの最も外側にあるバッテリーセル(a)に
対向するバッテリーセルを意味する。すなわち、最も外側にあるバッテリーセル(a)及び
最も外側にあるバッテリーセル(b)は、バッテリーモジュールの反対側に位置する。従っ
て、第三及び第四放熱部材は、第一及び第二放熱部材が最も外側にあるバッテリーセル(a
)に取り付けられているのと同様に、最も外側にあるバッテリーセル(b)に取り付けること
ができる。
【００３１】
　上記の構造で、第三放熱部材及び第四放熱部材は、第三放熱部材及び第四放熱部材が第
一放熱部材及び第二放熱部材とそれぞれ重なり合わないように、バッテリーモジュールに
取り付けられる。
【００３２】
　最も外側にあるバッテリーセル(b)から出発して積み重ねられたバッテリーセルが、例
えば第ｎ番目のバッテリーセル、第n-1番目のバッテリーセル、第n-2番目のバッテリーセ
ル...第ｐ番目のバッテリーセルとして定義されると仮定すると、第三放熱部材の反対側
は、第ｎ番目のバッテリーセルと第n-1番目のバッテリーセルとの間に位置し、第四放熱
部材の反対側は、第n-2番目のバッテリーセルと第n-3番目のバッテリーセルとの間に位置
することができる。
【００３３】
　従って、放熱部材が互いに重なり合わない状態で、バッテリーセルが複数の放熱部材に
より覆われるように、所望の数のバッテリーセルを積み重ねることにより、冷却剤通路を
含まない高出力、大容量バッテリーモジュールを製造することができる。
【００３４】
　一方、放熱部材は、放熱部材が屈曲してバッテリーセルの側部を覆う状態で、バッテリ
ーモジュールに取り付けることができる。例えば、放熱部材は、「」の形状に屈曲させる
ことができる。
【００３５】
　状況に応じて、絶縁性部材を、最も外側にあるバッテリーセル(a)の外側表面と放熱部
材との間に取り付け、最も外側にあるバッテリーセル(a)が過冷却されるのを防止するこ
とができる。無論、絶縁性部材は、最も外側にあるバッテリーセル(b)の外側表面と放熱
部材との間に取り付けることもできる。最も外側にあるバッテリーセル(a)及び最も外側
にあるバッテリーセル(b)は、放熱部材を経由して外部環境に直接露出されているバッテ
リーセルである。従って、最も外側にあるバッテリーセル(a)及び最も外側にあるバッテ
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リーセル(b)は、最も外側にあるバッテリーセル(a)と最も外側にあるバッテリーセル(b)
との間にあるバッテリーセルよりも高い冷却速度を有する。最も外側にあるバッテリーセ
ルのそれぞれから放散される熱の量は、対応する絶縁性部材により減少し、それによって
、バッテリーセル間の温度偏差が低下する。
【００３６】
　バッテリーモジュールには、バッテリーモジュールが、複数のバッテリーセルが積み重
ねられ、放熱部材が対応するバッテリーセル間に位置する構造に形成される限り、特に制
限は無い。例えば、バッテリーモジュールは、6～12個のバッテリーセルを包含すること
ができる。複数のバッテリーセルを積み重ねても、冷却剤通路を放熱部材に沿って伸びる
ように形成することができ、従って、冷却剤通路の数を大きく低減させることができる。
例えば、冷却剤通路を、最も外側のバッテリーセルの上にある放熱部材だけに沿って伸び
るように設けることができる。あるいは、冷却剤通路を、最も外側のバッテリーセルの上
にある放熱部材及びバッテリーセルの上部及び/または底部にある放熱部材に沿って伸び
るように設けることもできる。従って、本発明のバッテリーモジュールは、従来のバッテ
リーモジュールと比較して、比較的少数の冷却剤通路で、熱的に安定した構造を有する。
【００３７】
　本発明の一態様により、2個以上のバッテリーモジュールを包含する中または大型バッ
テリーパックを提供する。
【００３８】
　バッテリーモジュールは、中に冷却剤を流すための冷却剤通路として作用する予め決め
られた隙間により、互いに分離することができる。この構造でも、従来の冷却装置を使用
する中または大型バッテリーモジュールと比較して、冷却剤通路の数を大きく低減させる
ことができる。
【００３９】
　冷却剤通路のサイズは、バッテリーモジュールから発生する熱の量に基づいて、適切に
決定することができる。バッテリーモジュール間に限定される、冷却剤通路を与える隙間
は、各バッテリーモジュールの厚さの10～30％でよい。バッテリーモジュール間に限定さ
れる隙間が、各バッテリーモジュールの厚さと比較して、小さすぎる場合、冷却剤通路は
、冷却剤入口より遙かに狭くなり、圧力が増加するので、十分な冷却効果が得られない。
他方、バッテリーモジュール間に限定される隙間が大きすぎる場合、中または大型バッテ
リーパックの全体的なサイズが過度に増加し、好ましくない。従って、上記の問題が引き
起こされない限り、無論、隙間の幅は上に規定する範囲外でもよい。
【００４０】
　冷却剤には、その冷却剤が、冷却剤通路に沿って流れる間に、伝導により、バッテリー
セルから熱を容易に放散させる限り、特に制限は無い。例えば、冷却剤は空気または水で
よい。好ましくは、冷却剤は空気である。
【００４１】
　本発明のバッテリーパックは、複数のバッテリーセルを包含し、高出力及び大容量を達
成する。従って、バッテリーパックは、バッテリーセルの充電及び放電の際に発生する高
温の熱が深刻な安全性の問題になる電気自動車、ハイブリッド電気自動車、またはプラグ
－インハイブリッド電気自動車用の電力供給源として使用するのが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
　本発明の上記の、及び他の目的、特徴及び利点は、添付の図面を参照しながら記載する
下記の詳細な説明により、より深く理解される。
【図１】図1は、本発明の一実施態様によるバッテリーモジュールを例示する部分正面図
である。
【図２】図2は、図1の放熱部材を例示する透視図である。
【図３】図3は、本発明の別の実施態様によるバッテリーモジュールを例示する正面図で
ある。
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【図４】図4は、本発明の別の実施態様によるバッテリーモジュールの透視図である。
【図５】図5は、2個のバッテリーモジュール、その一つを図3及び4に示す、を包含する中
または大型バッテリーパックを例示する透視図である。
【発明の様式】
【００４３】
　以下に、添付の図面を参照しながら本発明の代表的な実施態様をより詳細に説明する。
しかし、無論、本発明の範囲は、例示する例により制限されるものではない。
【００４４】
　図1は、本発明の一実施態様によるバッテリーモジュールを典型的に例示する部分正面
図である。説明の都合上、バッテリーセルを図式的に示し、バッテリーモジュールを構成
する他の部材、例えば電極端子及び接続部材、は省略する。
【００４５】
　図1に関して、バッテリーモジュール100は、4個のプレート形状バッテリーセル10、20
、30、及び40が、互いに隣接した状態で、積み重ねられ、2個の放熱部材200及び210が予
め決められた位置に取り付けられる構造に形成されている。
【００４６】
　第一放熱部材200は、第一バッテリーセル10の外側表面の約半分Ｗを覆う側部を有する
。第二放熱部材210は、第一バッテリーセル10の外側表面の別の半分Ｗ'をほぼ覆う側部を
有する。第二放熱部材210の片側は、第一放熱部材200の片側と対向する。従って、最も外
側にあるバッテリーセルの一つである第一バッテリーセル10の外側表面全体が、第一放熱
部材200及び第二放熱部材210により覆われる。
【００４７】
　第一放熱部材200は、第一放熱部材200の外側表面が第一バッテリーセル10と第二バッテ
リーセル20との間に配置されるように屈曲している。第二放熱部材210は、第二放熱部材2
10の外側表面が第三バッテリーセル30と第四バッテリーセル40との間に配置されるように
屈曲している。第二放熱部材210の反対側は、第三バッテリーセル30と第四バッテリーセ
ル40との間の界面全体にわたって伸びている。
【００４８】
　従って、第一放熱部材200及び第二放熱部材210は、第一放熱部材200及び第二放熱部材2
10が互いに隣接して配置され、重なり合わないように、バッテリーモジュール100に取り
付けられている。
【００４９】
　また、絶縁性部材101が、第一バッテリーセル10の外側表面と第一及び第二放熱部材200
及び210との間に取り付けられ、バッテリーセル10が過冷却されるのを防止している。
【００５０】
　図2は、図1の放熱部材を典型的に例示する透視図である。比較し易くするために、放熱
部材を、放熱部材が図1のバッテリーモジュールに取り付けられた配置構造を有していな
いが、同じ向きを有する状態で、示す。
【００５１】
図2に関して、放熱部材200及び210は、高い熱伝導率及び屈曲性を示す金属シートから形
成される。放熱部材200及び210は、「」の形状に屈曲指せ、対応するバッテリーセル(図
には示していない)の側部を覆う。
【００５２】
　具体的には、各放熱部材200及び210の一側部が比較的小さな長さｈを有し、最も外側に
あるバッテリーセル(図には示していない)の外側表面を覆う。各放熱部材200及び210の他
の辺が比較的大きな長さＨを有し、バッテリーセル間の界面の全体に配置される。
【００５３】
　一方、第二放熱部材210は、第一放熱部材200の屈曲幅ｄより大きい屈曲幅Ｄを有する。
これは、第一放熱部材200の他の側部が、図1に示すように、第一バッテリーセル10と第二
バッテリーセル20との間に配置され、従って、第一放熱部材200の屈曲幅ｄは、絶縁性部
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材101と第一バッテリーセル10の厚さの合計に対応するのに対し、第二放熱部材210の他の
側部は、図1に示すように、第三バッテリーセル30と第四バッテリーセル40との間に配置
され、従って、第二放熱部材210の屈曲幅Ｄは、絶縁性部材101、第一バッテリーセル10、
第二バッテリーセル20、及び第三バッテリーセル30の厚さの合計に対応するためである。
【００５４】
　図3は、本発明の別の実施態様によるバッテリーモジュールを例示する正面図であり、
図4は、本発明の別の実施態様によるバッテリーモジュールの透視図である。
【００５５】
　これらの図に関して、バッテリーモジュール300は、8個のプレート形状バッテリーセル
が、互いに緊密に接触し、空気の隙間が無い状態で積み重ねられ、4個の放熱部材が予め
決められた位置に取り付けられる構造に形成される。
【００５６】
　第一及び第二放熱部材240及び250のそれぞれの片側で、第一放熱部材240が、最も外側
にあるバッテリーセルの一つである第一バッテリーセル10の外側表面の約半分を覆い、第
二放熱部材250が他の半分を覆う。第三及び第四放熱部材260及び270のそれぞれの片側で
、第三放熱部材260が、もう一つの最も外側にあるバッテリーセルである第八バッテリー
セル80の外側表面の約半分を覆い、第四放熱部材270が他の半分を覆う。
【００５７】
　第一放熱部材240を屈曲させ、第一放熱部材240の他の側部を第三バッテリーセル30と第
四バッテリーセル40との間に配置し、第二放熱部材250を屈曲させ、第二放熱部材250の他
の側部を第二バッテリーセル20と第三バッテリーセル30との間に配置する。また、第三放
熱部材260を屈曲させ、第三放熱部材260の他の側部を第五バッテリーセル50と第六バッテ
リーセル60との間に配置し、第四放熱部材270を屈曲させ、第四放熱部材270の他の側部を
第六バッテリーセル60と第七バッテリーセル70との間に配置する。
【００５８】
　バッテリーセル10、20、40、50、70、及び80は、対応する放熱部材240、250、260、及
び270と、各バッテリーセル10、20、40、50、70、及び80の一表面で直接的または間接的
に接触する。バッテリーセル30及び60は、対応する放熱部材240、250、260、及び270と、
各バッテリーセル30及び60の対向する表面で直接的に接触する。しかし、他の異なった配
置も可能である。状況に応じて、深刻な蓄熱にさらされることがある中間バッテリーセル
は、各中間バッテリーセルの対向する表面で対応する放熱部材と接触することができる。
【００５９】
　また、絶縁性部材102及び103を、第一バッテリーセル10と第一放熱部材240との間、及
び第八バッテリーセル80と第四放熱部材270との間にそれぞれ取り付け、バッテリーセル
の過冷却を防止する。
【００６０】
　これによって、バッテリーセルから発生した熱を一様に放散させ、全体的な温度偏差を
軽減することができる。
【００６１】
　図5は、2個のバッテリーモジュール、その一つを図3及び4に示す、を包含する中または
大型バッテリーパックを典型的に例示する透視図である。
【００６２】
　図5に関して、中または大型バッテリーパック400は、2個のバッテリーモジュール310及
び320を包含する。バッテリーモジュール310及び320は互いに、各バッテリーモジュール
の厚さの約20％に等しい隙間Ｌを置いて配置されている。この隙間は、空気を流すための
冷却剤通路として作用する。
【００６３】
　冷却剤通路は、バッテリーモジュール310の左側の外側表面に対応する区域及びバッテ
リーモジュール320の右側の外側表面に対応する区域にも設けることができる。状況に応
じて、冷却剤通路は、バッテリーモジュール310及び320の上部及び/または底部に対応す
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る区域にも設けることができる。
【００６４】
　上記の構造で、バッテリーモジュールのバッテリーセルから発生した熱は、放熱部材31
1、312、313、321、323、及び324に伝導される。伝導された熱は、冷却剤通路を通過する
冷却剤が放熱部材311、312、313、321、323、及び324と接触する時に放散される。従って
、それぞれのバッテリーセル間には冷却剤通路が備えられていないが、効果的な放熱が達
成される。
【産業上の利用可能性】
【００６５】
　上記の説明から明らかなように、本発明のバッテリーモジュールは、複数の順次積み重
ねられたバッテリーセルが、伝導により放熱が達成されるように、特殊な形態の放熱部材
により覆われている。これによって、バッテリーモジュールが小型の構造に形成されてい
るが、バッテリーモジュールの全体的な温度を一様に維持することができ、バッテリーモ
ジュールの耐用寿命及び信頼性が非常に大きく改良される。
【００６６】
　また、上記の構造で、複数のバッテリーモジュール間の隙間を様々に調節することがで
き、それによって、中または大型バッテリーパック用の冷却装置を容易に形成することが
できる。
【００６７】
　本発明の好ましい実施態様を例示のために開示したが、当業者には明らかなように、請
求項に記載する本発明の範囲及び精神から離れることなく、様々な修正、追加、及び置き
換えが可能である。

【図１】 【図２】
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